
放置されたフンの横に地域住民の
皆さんが目立つイエローカードを置い
ていくことにより、飼い主のモラルに訴
えかけ、飼育マナーの向上を図ろうと
いうものです。

不快なフンの放置対策として、全国
各地で取り組まれており、継続して行
うことにより大きな効果が期待できま
す。

公園でのイエローカード作戦
伊丹市でも市内の公園数箇所で平成２０年
から取り組んでおり、犬のフンが約１０分の１
に減ったという効果が出ています。

イエローカード作戦とは

実施の流れ

犬のフンを発見・
イエローカード設置

start

一週間程度ごとに監視、新たに犬のフ
ンを発見したら、イエローカードを設置
する。

１週間 ２週間 ３週間 １ヵ月

監視期間後、犬のフン
とイエローカードを回収

以上の流れを継続して続ける

時間の
流れ

作業

イエローカード設置方法

地面が土などの場合 地面がアスファルトなどの場合

打ち付け
て固定

ガムテープ
で固定

裏面へ続く

（写真：瑞穂緑地で
のイエローカード）



イエローカード作成方法

警告文を書いたA4サイズの黄色の用
紙を半分に切ります

ラミネーターフィルムに均等に
乗せラミネートします

２つに切り、三角形になるよう
に折ります

テープを貼って完成です

伊丹市役所生活環境課 TEL 072-781-5371
までご連絡ください。

効果を高めるため、
組織的な取り組みをお願いします。

イエロー
カード作戦
の開始

犬のフン
減少

継続 継続 減少
維持

犬のフン
元通り

継続 減少
維持

イエローカード
ごみ化

イエローカード作戦は継続
することで効果がでます

取り組みを途中でやめてしまうと、犬のフ
ンは元通りの数になってしまう可能性が
高く、カードそのものは通行の邪魔になり、
飛ばされるとごみになる恐れがあります。

取り組みをやめてしまうと

取り組んでみたい団体は…

・犬のフンは元通りに
・カードは飛ばされてごみに


